
 

 

令和６年度 

周南市地産地消推進協議会 

総会資料 

 

 

 

 

 

 

【日時】令和６年５月２３日(木)１４：００～ 

【場所】周南市シビック交流センター 交流室６ 

 



 



議案第１号 

 

令和５年度事業報告及び収支決算（案） 
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令和５年度事業報告 

（1） 地域ブランド・産地育成強化プロジェクト 

◎事業内容 

月日 内 容 場 所 

4月～ 「しゅうなんブランド」の見直し 周南市役所本庁舎ほか 

中止 「しゅうなんブランド」の募集 － 

中止 「しゅうなんブランド」の審査、認定 － 

 

①しゅうなんブランドの見直し 

 ライフスタイル協同組合に委託し、次のとおりワークショップ等を開催した。 

名 称 開 催 日 場 所 内 容 

ワールドカ

フェ(総会と

併せて実施) 

令和5年5月

24日（水） 

周南市徳山保

健センター 健

診ホール 

しゅうなんブランドの課題 

第 1 回ワー

クショップ 

令和5年9月

25日（月）  

道の駅ソレー

ネ周南 研修交

流室 

①しゅうなんブランドのいま 

②これからのしゅうなんブランドに

大切なもの 

③大切にしたいことを表現するため

に必要なこと 

第 2 回ワー

クショップ 

令和5年10月

18日（水） 

徳山保健セン

ター 健康増進

室 

①しゅうなんブランドとして体制津

にしたいこと 

②どう表現したら、想いが伝わる

か？ 

第 3 回ワー

クショップ 

令和5年11月

29日（水） 

周南市役所本

庁舎 多目的室 

しゅうなんブランドはどのような方

向性で見直すべきか 

 

その他、認定事業者や消費者等へのヒアリングを次のとおり行った。 

  【実施期間】令和 5年 5月～8月 

  【回答実績】認定事業者（35事業者回答/44事業者） 

        販売店（9店舗/10店舗） 

        消費者（67名） 

 

 

②しゅうなんブランドの募集、審査、認定、取消し 

＜しゅうなんブランドの募集、審査、認定＞ 

 ブランド制度見直し中のため、中止。 
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令和５年度事業報告 

＜しゅうなんブランドの認定取消し＞ 

種別 商品名 申請者 辞退理由 

加工品 ベーコン＆トマチーフライ （有）鹿野ファーム 製造終了のため 

 

【参考】認定品数 （ ）は認定取り消し数          令和 6年 4月 1日時点 

※登録品数 100品 

 

③地域産品のＰＲ事業 

（3）地産地消普及・啓発活動推進プロジェクト会議の報告参照。 

 

 

◎主な支出内容 

事業内容 支出額 備考 

しゅうなんブランド見直しに

関する調査分析業務委託費 
1,000,110円 ライフスタイル協同組合へ委託 

しゅうなんブランドパンフレ

ット印刷製本費 
275,110円 2,000部 

 

 農産物 林産物 水産物 畜産物 加工品 工芸品 合計 

認定品数 17（2） 1 3 2 98（20） 1 122（22） 

- 3 -



令和５年度事業報告 

（2）流通・販売促進プロジェクト 

◎事業内容 

月日 内 容 場 所 

9/1～9/14 周南地域うまいっちゃフェア 東京おいでませ山口館 

12/1～1/31 周南市地産地消推進店の募集 － 

 

①周南地域うまいっちゃフェア 

別紙チラシ参照。 

本協議会からは、以下の「しゅうなんブランド」認定品をはじめとした商品を出品した。 

事業者 商品 

（有）鹿野ファーム 豚トロウインナーほか 

ふれあいプラザ須金 須金梨、須金ぶどう 

（株)かの高原開発 十割のんたそば 

やまいもまつり（有） 自然薯麺ほか 

 

 周南市の事業者分 

売上 250,385円  

 

②周南市地産地消推進店の募集、審査、認定 

＜周南市地産地消推進店の選定結果＞ 

種 別  店 名 特 長 結果 

飲食店 

R6-1 
FLORE KAFFA 

鹿野ファームのベーコンを使用したパスタや、自家菜

園で収穫された野菜を使用したサラダ等を提供して

いる。季節感を大切にしており、四季に合わせたメニ

ューの開発や、季節を感じられるよう店内の装飾にも

力を入れている。 

認定 

飲食店 

R6-2 
鹿野 BISTRO丼 

自社でこだわりを持って製造した鹿野高原豚と、鹿野

産のコシヒカリを使用したボリュームたっぷりの丼

もののメニューを豊富に揃えている。また、ベーコン

やハムステーキ等、ちょっとしたおつまみも充実して

いる。 

認定 

飲食店 

R6-3 

レストラン 

シーホース 

徳山の市場で水揚げされた鮮魚を使用した「周南・山

口ランチ」を提供している。シェフ自らが素材の味を

確かめ、新鮮な野菜や魚介類を仕入れることにこだわ

っている。料理の味だけでなく、客席から一望できる

徳山の海を囲む眺望も堪能できる。 

認定 
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令和５年度事業報告 

 

＜周南市地産地消推進店の認定取消し＞ 

  令和 5年度中の取消しは無し 

 

（参考）認定店舗数 （ ）は認定取り消し店舗数        令和 6年 4月１日時点 

※登録店舗数：76店舗 

 

◎主な支出内容 

事業内容 支出額 備考 

うまいっちゃフェア 148,496円 
送料、振込手数料、委託販売手数料、

職員交通費等 

周南市地産地消推進店パン

フレット印刷製本費 
264,110円 印刷部数 1,500部 

 

 

 小売店 直売所 加工所 飲食店 宿泊施設 合計 

合計 18（3） 13（4） 15（1） 46（10） 2 94（18） 
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令和 5年度事業報告 

（3）地産地消普及・啓発活動推進プロジェクト 

◎事業内容 

 月日 内 容 場 所 

① 6月、7月 
しゅうなんブランド等を使用したレシピや事

業者の紹介 
市広報 

② 5/14 道の駅ソレーネ周南 9周年祭 道の駅ソレーネ周南 

③ 
通年 

（年 4回） 
しゅうなん地域マーケット 

徳山駅北口駅前広場

周辺 

④ 8/5～8/27 周南トマトメニューフェア 
周南市地産地消推進

店 13店舗 

⑤ 8/6 しゅうなん地域産品フェア inソレーネ周南 道の駅ソレーネ周南 

⑥ 11/19 道の駅ソレーネ周南収穫祭 道の駅ソレーネ周南 

⑦ 6/24、11/12 イオンタウン周南ふれあいフェスティバル イオンタウン周南 

⑧ 2月の土日 周南地域特製！かつ丼フェア 

周南市地産地消推進

店 7店舗、やまぐち食

彩店 3店舗 

⑨ 通年 イベント出展助成事業 － 

 

①しゅうなんブランド等を使用したレシピや事業者の紹介 

掲載月 商品名 

6月 オリゴのめぐみジャム 

7月 鹿野産白大豆 

 

 

 

 

②道の駅ソレーネ周南 9周年祭 

  道の駅ソレーネ周南が広く市民から親しまれる施設を目指すとともに、地産地消を通じ

て地域の活性化に繋げる。本協議会はブースを設営し、「しゅうなんブランド」等の PRを

行った。 

 【開催日時】5月 14日（日）9時～15時 

 【会  場】道の駅ソレーネ周南 

 【主 催 者】ソレーネ周南イベント実行委員会 

 【実施内容】「しゅうなんブランド」認定品の販売、PR等 
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令和 5年度事業報告 

 

③しゅうなん地域マーケット 

周南市内の地場産品を目にする機会を増やし、その魅力を知ってもらうイベント。駅前

で開催することで、中心市街地と地域を繋ぐ場としての役割を担い、地域の周知と PR を

行う。本協議会は本部と共に、「しゅうなんブランド」等の PRを行った。 

【開催日時】5月 27日（土）、8月 20日（日）、11月 23日（木・祝）、2月 18日（日） 

【会 場】徳山駅北口駅前広場周辺 

【主 催 者】しゅうなん地域マーケット実行委員会 

【実施内容】 

  ・「しゅうなんブランド」「周南市地産地消推進店」の PR 

  ・子どもを対象とした食育に関するクイズやゲームを実施 

  ・周南市産の野菜等をプレゼント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④周南トマトメニューフェア（4年目） 

  別紙チラシを参照。 

  周南市地産地消推進店をはじめとする市内の飲食店等 13 店舗にて、周南トマトを使用

したメニューを考案してもらい、1ヶ月間提供を行った。 

  また、「しゅうなんブランド」や「周南市地産地消推進店」に関する認知度調査を行う

ため、参加者にアンケートを実施し、抽選で当選した人に「しゅうなんブランド」認定品

をプレゼントした。 

【開催期間】8月 5日（土）～8月 27日（日） 

【参加店舗数】周南市地産地消推進店等 13店舗 

【提供食数】約 1,000食 

 

⑤しゅうなん地域産品フェア in ソレーネ周南 

  別紙チラシを参照。 

  本協議会から（一社）周南ツーリズム協議会に委託して行ったもの。「しゅうなんブラ

ンド」認定品をはじめとした地域産品の認知度向上及び利用促進、地産地消推進拠点とし

ての道の駅ソレーネ周南のＰＲを目的とし、「しゅうなんブランド認定品」等の地域産品

を集めて販売を行った。集客力向上のため、餅まきや灯篭づくり教室も行った。 

  また、「しゅうなんブランド極」認定事業者である（有）鹿野ファームの創業祭と同時

開催とし、相乗効果を図った。 
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令和 5年度事業報告 

 

 【開催日時】8月 6日（日）10時～15時 

 【会  場】道の駅ソレーネ周南 

 【出店者数】8事業者 

 【来場者数】推定 3,000人 

   

 

 

⑥道の駅ソレーネ周南収穫祭 

  ソレーネ周南イベント実行委員会の主催により、道の駅ソレーネ周南にて農作物の収穫

期に開催されるイベント。市内事業者の出店や、屋台村やステージイベントが行われ、本

協議会は出展者の 1つとして「しゅうなんブランド」等の PRを行った。 

 【開催日時】11月 19日（日）9時～15時 

 【会  場】道の駅ソレーネ周南 

 

⑦イオンタウン周南ふれあいフェスティバル 

  イオンタウン(株)の主催により、イオンタウン周南にて地産地消の促進、市民のふれあ

いの場の創出、シビックプライドの醸成等を目的とし、イベントを開催した。本協議会か

らは、地産地消ブースへの「しゅうなんブランド」認定事業者の出店補助等を行った。 

 【開催日時】6月 24日（土）、11月 12（日） 10時～16時 

 【会  場】イオンタウン周南 

【出店者数】6月 24日 7事業者、 11月 12日 8事業者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧周南地域特製！かつ丼フェア（初開催） 

別紙チラシを参照。 

  周南市地産地消推進店をはじめとする周南地域の飲食店 10 店舗にて、鹿野高原豚及び

周南産米を使用したメニューを考案してもらい、1ヶ月間提供を行った。 

  また、「周南市地産地消推進店」に関する認知度調査を行うため、参加者にアンケート

を実施し、抽選で当選した人に周南産米をプレゼントした。 

【開催期間】2月の土日 

【参加店舗数】周南市地産地消推進店 7店舗、やまぐち食彩店 3店舗 

【提供食数】約 600食 
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令和 5年度事業報告 

 

⑨イベント出展助成事業（令和 5 年度） 

  周南市産品を扱う事業者やその商品等を㏚することで販路拡大を図るとともに、「しゅ

うなんブランド」や「周南市地産地消推進店」の認知度向上に繋げることを目的に、事業

者に対し、イベント出展料及び備品レンタル料を助成した。出展の際には、「しゅうなん

ブランド認定品」又は周南市産食材を使用した加工品を１品以上販売すること、「しゅう

なんブランド」又は「周南市地産地消推進店」ののぼり旗又はロゴマークを掲示すること

を要件とした。 

 【助成金名】しゅうなんブランド認定品等販売促進助成金 

 【対 象 者】しゅうなんブランド認定事業者・周南市地産地消推進店 

 【対象事業】イベント出展（まつり、マルシェ、フェア、商談会等） 

【対象経費】出展料【補助率 10/10】、備品レンタル料【補助率 1/2】 

（1事業者につき上限 2万円） 

【助成実績】8事業者に計 59,000円を助成 

 

 

◎主な支出内容 

事業内容 支出額 備考 

しゅうなん地域マーケット 41,870円 出店料、ガラポン景品代等 

周南トマトメニューフェア 422,038円 
トマト代、チラシ・ポスター作製費、

当選者賞品代等 

しゅうなん地域産品フェア in

ソレーネ周南 
341,214円 業務委託費、消耗品費等 

周南地域特製！かつ丼フェア 55,110円 情報誌掲載料 

イベント出展助成事業 61,805円 
出展料及び備品レンタル料の助成金、

振込手数料 
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周南市地産地消推進協議会 

令和５年度収支決算（案） 

 

1収入の部                              （単位：円） 

科 目 予算 

（a） 

決算 

（b） 

比較増減 

（b）－（a） 

摘要 

① 交 付 金 3,130,000 3,130,000 0 周南市 

② しゅうなんブラン

ドシール代売上 
60,000 44,418 ▲15,582 しゅうなんブランドシール 

③ 雑 収 入 12 17 5 利息 

④ 繰越金 0 0 0 繰越金（Ｒ4 年度より） 

計 3,190,012 3,174,435 ▲15,577  

 

2支出の部 

科 目 予算 

（a） 

決算 

（b） 

比較増減 

（b）－（a） 

摘要 

① 事 業 費 3,129,210 2,810,218 ▲318,992  

 

情報発信事業 2,184,650 1,843,360 ▲341,290 

しゅうなんブランド見直し

事業、シール・パンフレッ

ト印刷代他 

 

販売促進事業 614,560 625,644 11,084 

うまいっちゃフェア、トマ

トメニューフェア、かつ丼

フェア 

 
ソレーネ周南・直売

所等との連携事業 
330,000 341,214 11,214 

地域産品フェア inソレーネ

周南 

② 消耗品費 10,000 9,984 ▲16 お茶代等 

③ 通信運搬費 50,802 43,580 ▲7,222 切手代 

④ 積立金 0 310,653 310,653 
道の駅ソレーネ周南 10周年

祭事業経費 

計 3,190,012 3,174,435 ▲15,577  

 

(収入決算) 3,174,435円 － (支出決算) 3,174,435円 ＝ (次年度繰越金) 0円 
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周南市地産地消推進協議会（事務局：周南市農林課）主 催

トマト好きにはたまらない！
周南市産のトマトをふんだんに使ったメニューが今年も大集合！

さあ、トマトをまるごと召し上がれ！

0834-22-8369周南市農林課 6次産業化・地産地消担当お問い合わせ先

開催
期間

※当選者へは個別にご連絡いたします。

期間中に参加店舗でアンケート用紙を配布いたします。アンケート用紙にご記入いただき、
応募された方の中から抽選で10名様に3,000円相当の「しゅうなんブランド」認定品を
プレゼントします！

周南トマトをおいしく食べて応募しよう！

参加
店舗

5
88

長野山 天空カフェ　　　　　　　エムズダイニング　　　いけす・和食処 寿司やす

cocoNegoo　　　　　　　　　　　石船温泉　　　　　　 ビストロ鹿野農場

自然薯専門店 はなたかめん　　　花＆喫茶 さくや　　　カフェ・フィロ

津々浦々　　　　　　　　　　　 遠石会館　　　　　 　オレンジカフェ

道の駅ソレーネ周南 ベーカリーキッチン菜

1 2 3

4 5 6

7 8 9

10 11 12

13

リコピンパワーで夏を乗り切ろう！

周南市は
トマトの産地化に取り組んでいます5 27土 日

第4回 周南市地産地消推進店

周南
市北
部の新

規就農者の

トマ
トを使

用しています
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※全ての店舗について売り切れの場合はご了承ください。

至防府
新南陽
市民病院

宮の前児童公園

347

至周南
市街
至周南
市街

周南市宮の前2丁目1-1
0834-63-2670

営 11:00～14:00（LO13:30）
17:00～21:30（LO21:00）

営

不定休休

いけす・和食処 寿司やす
地元のおいしいトマトのチーズ焼き3

店内飲食 ありP

周南市東北山1318-2
0834-22-5228

営 11：00～14：00
18：00～21：00　夜は予約制

営

日曜日休

エムズダイニング
周南トマトのスパニッシュオムレツ2

店内飲食 ありP

金剛山公園

住吉中学校 ハローワーク 至下松至防府
2

長野山 天空カフェ
トマトスムージー1

周南市大字鹿野上水ヶ浴433-3
10:00～15:00

0834-68-3481
営

水曜日休

店内飲食 ありP

木谷峡12
361

河内神社
至周南市街 至岩国

営 11：00～14：30
17：30～22：00　

営

水曜日（不定休有り）休

cocoNegoo
トマトの冷製スープ煮4

周南市岡田町1-5
0834-33-3366

店内飲食 ありP

周南市大字湯野4238
0834-82-0500

自然薯専門店 はなたかめん
周南トマトの自然薯とろとろスムージー7

店内飲食 ありP

10:00～17:00営

日曜日、月曜日休

周南市大字大潮葉の内605-1
0834-68-3396

花＆喫茶 さくや
周南トマトと煮込みカルビのスパゲティ8

店内飲食 ありP

11:00～16:00営

月曜日、火曜日、水曜日休

周南市大字鹿野上1667-4
0834-68-2542

石船温泉
私はトマトです（トマトのワイン煮）5

火曜日休

営 11：00～21：00営

テイクアウト

店内飲食 ありP

鹿野総合支所
至周南市街

至岩国

9

12
434

315
漢陽寺

テイクアウト

ビストロ鹿野農場
鹿野高原豚しょうが焼き6

周南市大字戸田2713
（ソレーネ周南内）

店内店舗 8:00～20:00

0834-83-3666

営

なし
※屋外の軽食コーナーではトマト
　メニューは提供しません

休

ありP

至防府

至下松
ソレーネ周南

GS

戸田郵便局
2

11:00～15:00（LO14:30）営

なし休

周南市大字戸田2713
（ソレーネ周南内）

0834-83-3303

道の駅ソレーネ周南 ベーカリーキッチン菜
鉄鍋周南トマトみそハンバーグ13

店内飲食 ありP

至防府

至下松
ソレーネ周南

GS

戸田郵便局
2

テイクアウト

11:30～16:00　営

月曜日、第1第3日曜日休

カフェ・フィロ
・トマトとオクラのナムル・トマトの冷製パスタ9

周南市大字櫛ヶ浜242-79
0834-51-4526

店内飲食 ありP

南浜
公園

至
櫛ヶ浜駅

至
下
松櫛ヶ浜

東公園
櫛ヶ浜
東公園

周南市飯島町1-40
はつもみぢビル1、2階

0834-32-8336

営 17：30～22：30
（23：00までの場合もあり）

営

日曜日休

津々浦々
・トマト＆周南たこサラダ・冷しトマトのガーリック醤油10

店内飲食 なしP

徳山中央
保育園
徳山中央
保育園 本正寺本正寺

昭和通昭和通

平和通平和通

PH通りPH通り

10:00～16:00営

月曜日、水曜日休

周南市遠石2丁目3-1
0834-32-2181

遠石会館
周南トマトと周南たこの炊込みご飯弁当11

テイクアウト ありP

至防府
至
下松

東山口
信用金庫

遠石
八幡宮

347

オレンジカフェ
トマトとチーズのハンバーグ トマトデミグラスソース12

周南市岐山通1-1
シビックプラットホーム1階

11:00～17:30（LO17:00）

0834-33-3233

営

なし休

店内飲食 ありP

至下松

至防府 周南市徳山
保健センター

徳山郵便局

周南市役所

347

参加店舗

メニューのトマトは全て周南市産！

第4回 周南市地産地消推進店

さくらだ眼科

岡田町郵便局岡田町郵便局

緑町公園

至下松至下松至防府

第二保育園

錦川錦川 小河内川小河内川

315

26潮明神社潮明神社
大潮神社大潮神社

夜市川夜市川

27

272 夜市川夜市川

湯野郵便局湯野郵便局

至防府 至下松
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議案第２号 

 

令和６年度事業計画（案）及び収支予算（案） 
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令和６年度事業計画（案） 

 

【会議】 

 時 期 頻 度 場 所 

総会 5月下旬 年１回  市役所本庁舎 

合同専門部会 7月、8月、10月頃 年 3回程度  市役所本庁舎ほか 

専門部会 未定 － － 

 

【事業】 

◎合同専門部会 

時 期 内 容 場 所 

通年 ①しゅうなんブランドの見直し － 

 

◎地域ブランド・産地育成強化プロジェクト 

時 期 内 容 場 所 

未定 しゅうなんブランドの募集・審査 － 

 

◎流通・販売促進プロジェクト 

時 期 内 容 場 所 

未定 商談会出展 都市部等 

未定 周南地域うまいっちゃフェア おいでませ山口館 

12～1月 周南市地産地消推進店の募集 － 

 

◎地産地消普及・啓発活動推進プロジェクト 

時 期 内 容 場 所 

4～3月 地産地消レシピの紹介 市広報 

5月 道の駅ソレーネ周南 10周年祭 ソレーネ周南 

7～8月 ②推進店等と連携したメニューフェア 
周南市地産地消推

進店 

8月 ③道の駅ソレーネ周南での地産地消フェア ソレーネ周南 

11月 道の駅ソレーネ周南収穫祭 ソレーネ周南 

通年 量販店等での地域産品フェア（1～2回） 市内量販店 

通年 しゅうなん地域マーケット（4～5回） 徳山駅北口周辺 

通年 ④宇部フロンティア大学短期大学部との連携 市内 
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①「しゅうなんブランド」の見直し 

  ●概要：平成 26年度から始まった「しゅうなんブランド」認定事業は、累計認定数が 100品

を超えた中、次のステップへ進むために事業の見直しを行う。 

   令和 5年度は、事業者や消費者へのヒアリング等を行うとともに、新たな「しゅうなんブ

ランド」の方向性について協議会で検討を行った。令和 6年度は、新たな制度の決定に向け

て検討していく。 

 ＜見直しのスケジュール＞ 

 ・第 1回合同専門部会：新たな制度(案)について協議（7月頃） 

  ⇒協議結果を受け、新たな制度(案)を修正。具体的な事業展開(案)について検討。 

 ・第 2回合同専門部会：新たな制度(案)を決定。具体的な事業展開(案)について協議（8月頃） 

  ⇒協議結果を受け、具体的な事業展開(案)を修正。その他必要な調整を行う。 

 ・第 3回合同専門部会：新たな制度及び具体的な事業展開について本協議会案を決定（10月頃） 

  ⇒市で最終決定 

 

②推進店等と連携したメニューフェア（5年目） 

●目的：周南市産の農林水産物と周南市地産地消推進店の認知度向上及び利用促進を図る。 

  ●概要：周南市地産地消推進店に周南市産の農林水産物を使用したメニューを考案してもら

い、1カ月程度販売する。5年目の取組みとなるが、これまで実施してきたトマトのみでなく、

令和 5年度からは、周南地域地産・地消推進協議会と共催し、鹿野高原豚や周南産のお米で

も実施。今後も他の食材での実現可能性について引き続き検討する。 

 

③道の駅ソレーネ周南での地産地消フェア（3 回目） 

  ●目的：道の駅ソレーネ周南にて、各地域ならではの特産品の魅力の発信や、地産地消の PR

を行う。特産品やその特産品が生まれた地域の PRを行うとともに、地域連携による地域の活

性化、地域経済の循環、地域間交流を図る。 

  ●概要：（一社）周南ツーリズム協議会にイベントの企画や実施を委託し、「しゅうなんブラ

ンド」認定事業者を始めとした事業者や生産者を集めたイベントを開催する。 

  ●開催日：8月頃の予定 

 ●その他：（有）鹿野ファームの創業祭と同時開催し、集客等の相乗効果を狙う。 

 

④宇部フロンティア大学短期大学部との連携 

   宇部フロンティア大学短期大学部との連携協定に基づき、商品開発に限らず、地産地消の

促進に向けて幅広く連携していく。令和 6年度は、大河内市民センターと連携し、子ども食

堂を実施する予定としている。 
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周南市地産地消推進協議会 

令和６年度収支予算（案） 

 

1収入の部                                 （単位：円） 

科 目 R6年度 R5年度 増減 摘要 

① 市交付金 2,996,000 3,130,000 ▲134,000 周南市 

② 販売収入 0 60,000 ▲60,000 
しゅうなんブランドシール

※1 

③ 雑収入 12 12 0 利息等 

④ 繰入金 310,653 0 310,653 
R5 年度積立金から 

※2 

計 3,306,665 3,190,012 116,653  

 

2支出の部 

科 目 R6年度 R5年度 増減 摘要 

① 事 業 費 3,245,803 3,129,210 116,593  

 

情報発信事業 1,799,750 2,184,650 ▲384,900 

しゅうなんブランド見直し

事業経費、パンフレット等

印刷代他 

 
販売促進事業 805,400 614,560 190,840 

うまいっちゃフェア、量販

店や飲食店等との連携他 

 
ソレーネ周南・直売所

等との連携事業 
640,653 330,000 310,653 

地域産品フェア inソレーネ

周南、道の駅ソレーネ周

南 10周年祭事業経費 

② 消耗品費 10,000 10,000 0 コピー用紙等 

③ 通信運搬費 50,862 50,802 60 切手、宅急便代等 

計 3,306,665 3,190,012 116,653  

 

※1 しゅうなんブランドのロゴマークシールについては、これまでは 1枚あたり 1.1円で販売してい

たが、認定制度の見直しにより、令和 5年 10月 1日より無料で交付することとなった。よって、令

和 6年度の収入には計上しない。 

 

※2 道の駅ソレーネ周南 10周年祭事業経費として令和 5年度に積み立てた金額を全額繰入れ 
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議案第３号 

 

規約の改正 
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周南市地産地消推進協議会規約 
 
 
（名称） 

第１条 この協議会は、周南市地産地消推進協議会（以下、「協議会」という。）
と称する。 

 
（目的） 

第２条 この協議会は、本市の、地域特性を最大限活かした旬と彩りにあふれる農
林水産物の生産振興を図るとともに、生産者、流通業者及び消費者の連携を深め、

地産地消推進運動を積極的に展開し、地域の食料自給力を高めるとともに、健全
な食生活の普及及び地域の活性化を目的とする。 

 
（協議事項） 

第３条 協議会は、次の事項について協議を行なうものとする。 
(１) 周南市地産地消促進計画に関すること。 
(２) 周南市の地産地消の推進店の認定に関すること。 
(３) しゅうなんブランド認定に関すること。 
(４) その他地産地消に関すること。 

 
（組織） 

第４条 協議会は、委員30人以内で構成する。 
２ 委員は、次に掲げる者から市長が委嘱する。 
(１) 学識経験者 
(２) 生産者及び生産者団体の関係者 
(３) 消費者団体の関係者 
(４) 公募により選出された者 
(５) その他市長が必要と認める者 

 
（委員の任期等） 

第５条 委員の任期は、２年とする。 

２ 補欠委員の任期は、前任者の残存期間とする。 
 
（役員） 

第６条 協議会に次の役員を置き、委員の互選によってこれを定める。 
会 長 １名 
副会長 １名 
監 事 １名 

２ 会長は、協議会の会務を統括する。 
３ 副会長は、会長を補佐するとともに、会長に事故があるときは、その職務を代
理する。 

４ 監事は、会計を監査する。 
 
（総会） 

第７条 協議会の総会（以下「総会」という。）は会長が招集し、その議長となる。 
２ 総会は委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 
３ 総会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決すると
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ころによる。 

 
（役員会） 

第８条 協議会の役員会（以下「役員会」という。）は、役員及び専門部会長をも
って構成し、必要があるときは会長が招集し、その議長となる。 

２ 役員会は、次の事項について協議を行う。 
(１) 総会に付すべき事項 
(２) 総会で議決を得た事業を推進するために必要な事項 
(３) その他必要な事項 

 
（専門部会の設置） 

第９条 第３条各号に定める事項の事業を推進するため、別表第1に掲げる専門部会
を設置する。 

２ 専門部会に属する委員及び部会長は、会長が指名する。 
３ 専門部会の会議は、必要があるときは会長が招集し、部会長がその議長となる。
ただし、専門部会の合同会議は、会長がその議長となる。 

 
（庶務） 

第10条 協議会の庶務は、地産地消担当課において処理する。 
 
（その他） 

第11条 この規約規則に定めるもののほか、協議会の運営について必要な事項につ

いては会長が協議会に諮って定める。 
 
付 則 

この規約は、平成２５年４月１日から施行する。 
付 則 

この規約は、平成２８年４月１日から施行する。 
 付 則 
この規約は、平成２９年４月１日から施行する。 
 付 則 
この規約は、平成３１年４月１日から施行する。 

 付 則 
この規約は、令和４年４月１日から施行する。 
 付 則 
この規約は、令和６年４月１日から施行する。 
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別表第１ 

専門部会 

１ 地域ブランド・産地育成強化プロジェクト 

２ 流通・販売促進プロジェクト 

３ 地産地消普及・啓発活動推進プロジェクト 

 

構 成 団 体 構 成 員 

山口県周南農林水産事務所 所長又は所長が推薦するもの 

山口県農業協同組合周南統括本部 営農経済部長又は営農経済部長が推薦するもの 

山口県漁業協同組合周南統括支店 支店長又は支店長が推薦するもの 

周南料飲組合 組合長又は組合長が推薦するもの 

周南西料飲組合 組合長又は組合長が推薦するもの 

周南消費者協会 会長又は会長が推薦するもの 

周南地域集落営農法人等連絡協議会 会長又は会長が推薦するもの 

周南市畜産振興協議会 会長又は会長が推薦するもの 

株式会社 丸久 経営企画室 担当部長又は担当部長が推薦するもの 

道の駅ソレーネ周南 駅長又は駅長が推薦するもの 

周南地域地場産業振興センター 専務理事又は専務理事が推薦するもの 

周南観光コンベンション協会 会長又は会長が推薦するもの 

株式会社 フジマックスバリュ西日
本 株式会社 

担当部長又は担当部長が推薦するもの 

株式会社 イズミ 担当部長又は担当部長が推薦するもの 

生活協同組合コープやまぐち 理事長又は理事長が推薦するもの 

周南公立大学 学長又は学長が推薦するもの 

周南市ふるさと振興財団 常務理事又は常務理事が推薦するもの 

その他 
市長が必要と認める者又はその者が推薦するもの 
学識経験者又はその者が推薦するもの 
一般公募者 
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議案第４号 

 

役員の選任 
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周南市地産地消推進協議会　委員名簿

区分 団体名 氏名

地域ブラン
ド・産地育
成強化プロ
ジェクト会
議

流通・販売
促進プロ
ジェクト会
議

地産地消
普及・啓発
活動推進プ
ロジェクト
会議

1 学識経験者 山口大学名誉教授 松
マツ

冨
ドミ

　直利
ナオトシ

〇 〇 〇

2 学識経験者 周南公立大学　地域共創センター長 立部
タテベ

　文崇
フミタカ

〇 〇 〇

3 農業団体 山口県農業協同組合　周南統括本部　営農経済部長 熊野
クマノ

　明
アキラ

〇 〇 〇

4 農業団体 周南地域集落営農法人等連絡協議会　会長 倉
クラ

益
マシ

　寛
ヒロシ

〇 〇

5 漁業団体 山口県漁業協同組合　周南統括支店長 藤村
フジムラ

　和義
カズヨシ

〇 〇 〇

6 畜産団体 周南市畜産振興協議会　会長 隅
スミ

　明憲
アキノリ

〇 〇

7 消費者団体 周南消費者協会　会長 河村
カワムラ

　昌子
マサコ

〇 〇

8 消費者団体 生活協同組合　コープやまぐち　周南地域理事 貞
サダ

明
ミョウ

　明子
アキコ

〇 〇

9 一般公募 一般公募 西川
ニシカワ

　満希子
マキコ

〇 〇

10 一般公募 一般公募 河谷
カワタニ

　千代子
チヨコ

〇 〇

11 一般公募 一般公募 岡﨑
オカザキ

　麻衣
マイ

〇 〇

12 一般公募 一般公募 古田
フルタ

　優子
ユウコ

〇 〇

13 販売・流通関係 株式会社 丸久　営業企画・マーケティング統轄部長 長尾
ナガオ

　肇
ハジメ

〇 〇

14 販売・流通関係 周南料飲組合　組合長 山中
ヤマナカ

　健太郎
ケンタロウ

〇 〇

15 販売・流通関係 周南西料飲組合　組合長 安達
アダチ

　浩司
コウジ

〇 〇

16 販売・流通関係 道の駅ソレーネ周南　駅長 小野
オノ

　拓二
タクジ

〇 〇 〇

17 販売・流通関係 株式会社 イズミ　ゆめタウン徳山　食品次長 稲田
イナダ

　智昭
トモアキ

〇 〇

18 販売・流通関係
株式会社 フジ　地域連携推進部
サステナビリティ推進室　　地域連携グループ担当 藤田

フジタ

　康徳
ヤスノリ

〇 〇

19 商工関係 公益財団法人 周南地域地場産業振興センター　専務理事 渡辺
ワタナベ

　隆
タカシ

〇 〇 〇

20 観光関係 一般財団法人 周南観光コンベンション協会 野村
ノムラ

　美奈子
ミナコ

〇 〇 〇

21 地域づくり関係 公益財団法人 周南市ふるさと振興財団 國兼
クニカネ

　裕司
ユウジ

〇 〇 〇

22 行政 山口県周南農林水産事務所　企画振興室 永久
ナガヒサ

　瑞
ミズ

世
ヨ

〇 〇 〇

23 行政 周南市産業振興部　水産振興課　課長 三浦
ミウラ

　英樹
ヒデキ

〇 〇 〇
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（参 考）

周南市地産地消推進協議会　専門部会の役割について

専門部会名 役割

地域ブランド・産地育
成強化プロジェクト

市内外に広く周南市の農林水産物等をＰＲするた
めに、「周南市ならでは」「周南市らしさ」「周
南市の良さ」といった個性をもった産品を
「しゅうなんブランド」として認定するため、審
査を行う。また、「しゅうなんブランド」認定品
を通して、地産地消を促進する。

流通・販売促進プロ
ジェクト

「周南市地産地消推進店」に認定された、市内産
の農林水産物を積極的に販売している小売店や直
売所、加工所、飲食店を通して、地産地消を促進
する。

地産地消普及・啓発活
動推進プロジェクト

農林水産業とふれあう場の創出、地産地消の普
及・啓発活動の推進、食育の推進等を行い、広く
市民に地産地消についてＰＲし、地産地消を促進
する。
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